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質の高い医療と専門的な知識にもとづいて地域の 

皆さまの健康づくりに努め優しさと温かみのある 

病院をめざし地域社会へ貢献します。 
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2004年７月、厚生労働省は、一般市民に対して、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用を

公に、認めました。一般の人々、または、薬や道具（高度医療器具）がない所で行う救命処置

のことを、一次救命処置といいます。 

これに伴い、主に病院などで行われる薬や道具（高度医療機器）を使用した救急処置のこと

を、二次救命処置といいます。 

当院（私たち）は、いつどのような状況で心肺停止状態に陥った患者様に遭遇するか分かり

ません。パニックになり、何も分かりませんでは済まされません。 

そこで行っている取り組みが、院内ＩＣＬＳ講習会です。ＩＣＬＳという言葉を初めて耳に

されると思いますが、ＩＣＬＳとは、日本救急医学会が展開しているコースで、「突然の心停

止に対して、最初の10分間で適切なチーム医療を習得する。」ことをコンセプトに全国的に

医師や、看護師などの医療従事者に広まっています。 

当院でも、看護部を中心とし、適切な救命処置が行われるように日ごろから訓練しています。 
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ピロリ菌の検査法 ピロリ菌の検査法 ピロリ菌の検査法 
ピロリ菌が起こす病気について 
胃・十二指腸潰瘍の患者さんは、ピロリ菌に感染していることが多く、潰瘍の発生、さらに再発や治りに

くさに、ピロリ菌が関係していることがわかっています。また、慢性胃炎が進行して起こる『萎縮性胃炎』
から、まれに『胃がん』ができる場合があるため、ピロリ菌は胃がんの危険因子のひとつと言えます。 

ピロリ菌の検査について 
ピロリ菌の検査には、内視鏡を使う方法と使わない方法があります。 

＜内視鏡を使わない方法＞ 
* 尿素呼気試験 
* 抗体測定 
* 便中抗原測定 

*　迅速ウレアーゼ試験 

＜内視鏡を使う方法＞ 

今回は、内視鏡を使わない方法の『尿素呼気試験』の測定方法を紹介します。 

【尿素呼気試験 検査方法】 

①検査用のお茶を飲む前に息を吐いて専用の袋にためます。 

②お薬を飲みます。 

③お薬を飲んだ後、水でうがいをします。 

⑤息を吐いて専用の袋にためます。 

⑥お薬を飲む前後に吐いた息の成分を検査します。 

④５分横になった後、15分座って待ちます。 
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平成20年10月１日から以下の 

医療費助成制度が変更になりました。 

乳幼児医療費助成制度 
病院にかかった場合の医療費助成が小学校入学前まで拡大され
ました。 

※尚、上記は延岡市の設定となります。年齢・金額等各市町村により異なりますので、詳しくは
各市町村窓口までお問い合せ下さい。 

母子及び父子家庭医療費助成制度 
１．新たに父子家庭の方が対象になりました。 

・20歳未満の者を養育している父子家庭の父と児童 

・児童は18歳の３月31日を迎えるまで 

但し、助成を受けるには市への申請が必要となります。 

（児童扶養手当に準じた所得制限あり） 

 

２．入院の場合、支払方法が変わりました。 

病院窓口に資格証を提示していただければ、保険診療分の負担額が

1,000円になります。 
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栄養の基本がわかる図解事典より 

二日酔いとは、お酒の飲み過ぎが原因で、翌日になっても、頭痛や吐き気、めまい、食欲不振、
不快感などが残ることをいいます。アルコールの代謝は肝臓が担っており、飲み過ぎの習慣は肝
臓に障害を引き起こします。最初に起こるのは、「脂肪肝」で、さらに進行すると、肝細胞が破
壊される「アルコール性肝炎」や、線維化して肝臓が硬くなる「肝硬変」を起こします。そのほか、
胃潰瘍、糖尿病、心筋症、不整脈、高血圧などアルコールによる障害は全身に起こります。 

二日酔いを防ぐ飲み方を 
～肝臓に負担をかけない飲み方で二日酔いを防ぎましょう～ 

●おつまみを食べながらゆっくり飲む 
空腹時には、食後の３分の１の時間でアルコールが吸収
され、肝臓に運ばれるので、飲む前に軽くお腹に入れてお
くとよいでしょう。飲んでいる最中、肝臓は必死に働いて
います。肝臓がアルコールを分解できる能力は、日本酒な
ら１時間で0.3合。肝臓の負担を減らすには、必ず食べな
がら飲む、ときどき水を飲むことが大切でしょう。 

●アルコールの分解を促す食品をとる 
ごまに多く含まれるセサミンという成分には、アルコールの分解を促進する作用があるとい
われています。ごまあえやごま油を使った料理をおつまみにし、大量のアルコール処理で疲れ
た肝臓をサポートしましょう。 

●肝機能を高める食品をとる 
アルコール処理で疲れた肝臓には
充分な栄養と休養が必要です。タウ
リンやクルクミンは、肝臓の機能を
強化する働きがあります。これらの
成分を豊富に含む食品を積極的に摂
取するとよいでしょう。二日酔いに
なってしまった場合は、水分をたく
さんとって血中のアセトアルデヒド
濃度を薄めることも大切です。しじ
み汁やウコン茶などはより効果的で
しょう。 

アルコールは、胃や腸で吸収された後、肝臓に運ばれてアセトアルデヒドという物質に分解され、
最終的に二酸化炭素と水になって排泄されます。アセトアルデヒドは非常に有害な物質で、二日
酔いの原因となります。短時間に多量のアルコールを飲むと処理が間に合わず、血中のアセトア
ルデヒド濃度が上昇し、顔面紅潮や動悸、頭痛を起こします。酔っ払っている人が吐く息のもと
でもあります。 

カキ、シジミ、タコ、
ホタテ、ヤリイカなど 

ウコン、ウコン茶、
カレー粉など 
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内科・外科・胃腸科・肛門科・泌尿器科・放射線科 

財団法人 日本医療機能評価機構  認定病院 
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♦健康診断・人間ドック・ 
　　生活習慣病予防健診を希望の方♦

予約制になっております。事前にお電話にてお
申し込み下さい。 

月～金曜日（祝日除く） 健 診 日  

予約受付
時 間  

お 問 い
合 せ 申
し 込 み  

平日　8：30～17：00 

土曜　8：30～12：00

健診部 
TEL　0982-21-6381 
FAX　0982-33-8380

VISA

Master

NICOS

AMERICAN 
EXPRESS

JCB

UFJ QUICPay

DC CARD


